
 

図 1. 作製した CeBr3単結晶 
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【研究の背景】東大、東北大、国際医療福祉大、理研、量研の研究グループでは、新たな高感度

全身分子イメージング手法を提案すべく、科研費基盤研究（S）事業において「2光子検出断層撮

像法(DPECT)の実証開発」を進めている。当該撮像法用の検出器には、高速かつ高いエネルギー

分解能を有し、内在放射能が十分に小さいシンチレータを搭載する計画である。我々は、優れた

エネルギー分解能を有する CeBr3、SrI2, などのハロゲン化物に着目し、種々の RAP ( Reactive Gas 

Atmosphere Processing)ガスを用いた大型、高品質な単結晶の作製技術および光検出器とのアッセ

ンブリ技術の開発を行っているので報告する。 

【実験】CeBr3単結晶の作製には、石英管封止型の垂直ブリッジマン法を用いた。高純度 Arガス

雰囲気中のグローブボックス内にて、5Nの純度のCeBr3原料を 2インチ外径の石英管に投入した。

当該石英管をグローブボックス外に取り出した後、クライオポンプに接続し、10-5Pa の減圧下、

150℃でベーキングを行い、石英管内部の残留水分、酸素を除去した。ベーキング後 RAP ( Reactive 

Gas Atmosphere Processing)ガス供給源として石英管内に設置した Si(BrI)4および SiI4を加熱、気化

させたのち封止した。封止した石英管は、高周波加熱型垂直ブリッジマン装置を用いて加熱、原

料溶融後、結晶作製を行った。作製した単結晶の写真を図 1に示す。得られた結晶からピクセル

サイズ：3x3x4mm、8x8ch アレーとなるよう、結晶部分を加工した。結晶表面の処理は、有機溶

媒を用い、化学エッチングを実施した。RAP材の種類による最適な封かんプロセス、結晶作製条

件、他のハロゲン化物結晶の作製例、放射線応答評価、エッチング法を含めたアッセンブリ技術

については、当日報告する。 
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